
◆実車ガイド
・ 名鉄８８００系パノラマＤＸは1984年に登場した特急用車両です
・ 同系の主要機器は廃車となった７０００系のものを流用しており

車体のみ新造されました
・ 従来の７０００系パノラマカーと異なり展望席がハイデッカー構造と

なるなど豪華な車内設備となりました
・ 先頭車はハイデッカー構造の展望席のほかに2人用、4人用、6人用の

区分席が設置され、車内の床には絨毯が敷かれました
・ 登場時は2両編成でしたが、1989年には中間車が1両追加され3両編成

となりました
・ 中間車は登場当初、4人区分席で構成されていましたが4編成中3編成は

回転リクライニングシートに改造されました
・ 特急運用を中心に活躍しましたが、2005年までに全車引退しました

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴

・ 3両編成となり、1992年に中間車の内装が変更された姿を再現
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は常点灯基板装備
・ ヘッドライト・前面表示部は白色LED、テールライトは赤色LEDによる点灯
・ 前面表示部は「パノラマDX」印刷済み
・ 車番は選択式で転写シート付属
・ フライホイール付動力、新集電システム、銀色車輪採用
・ M-13モーター採用

<特記事項>
・ <92291>は生産中止となります

■セット内容・編成例

各画像は試作、開発中のものです
実際の製品とは異なる場合があります

セット両数 3 両

予価

名古屋鉄道株式会社商品化許諾済

◆実車ガイド
・ Ｎ７００系8000番代は山陽･九州新幹線直通運転用として登場しました
・ 青磁のような白藍色の車体に、紺藍色と金色のラインを配しており、

車体側面には「KYUSHU/WEST JAPAN」のロゴが描かれています
・ 8000番代はＪＲ九州所属の編成で、編成記号は｢R編成｣となっています

※写真は旧製品です 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴 ◆ここがポイント

<共通>
・ ＪＲ九州所属のＮ７００系8000番代を再現
・ 側面の「KYUSHU/WEST JAPAN」ロゴは印刷済み
・ 号車番号(車体・屋根上)・禁煙マーク・屋根上注意喚起表示は印刷済み
・ <98518>と<98519>を組み合わせることで8両フル編成が再現可能
・ 可動幌装備、フック･U字型通電カプラー採用
・ 新集電システム、銀色車輪採用

<98518について>
・ ＪＲマーク・車番は印刷済み
・ 増結セットに付属の転写シートで車番を変更可能
・ ヘッド・テールライトは常点灯基板装備 写真は旧製品です

・ ヘッドライトは白色LED、テールライトは赤色LEDによる点灯 実際の製品とは異なる場合があります

・ フライホイール付動力、M-13モーター採用 ■セット内容・編成例
<98519について>

・ グリーンカーマークは印刷済み
・ 車番は選択式で転写シート付属

<特記事項>
・ <92411><92412>は生産中止となります

セット両数 4 両

予価

セット両数 4 両

予価

ＪＲ九州承認済

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

原産地 日本 パッケージサイズ 200×200×31mm パッケージ形態

品番 98518 品名

発売月 2023年4月 JANコード

2022.10.13発信

¥11,550 (税込)

(税込)

ブック型プラケース

¥16,720

¥13,860 (税込)

ＪＲ Ｎ７００8000系山陽・九州新幹線基本セット

4543736985181

紙箱

＜別売りオプション＞

７００系　ひかりレールスター

室内灯：<0734>ＬＣ電球色
●並べて楽しめる商品●

原産地 日本 パッケージサイズ 218×304×34mm ブック型プラケースパッケージ形態

品番 98519 品名 ＪＲ Ｎ７００8000系山陽・九州新幹線増結セット

発売月 2023年4月 JANコード 4543736985198

原産地 日本 パッケージサイズ 218×304×34mm

Ｎ７００系８０００番代

パッケージ形態

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>ＬＣ白色

発売月

トミックスインフォメーション

名鉄８８００系　パノラマＤＸ

2023年4月 JANコード 4543736985105

品番 98510 品名 名鉄８８００系パノラマＤＸセット

POINT

POINT
ＪＲ九州のＮ７００系8000番代を再現

先頭車運転台側のTNカプラー（SP）は

新規製作で再現します

TNカプラー（SP）を標準装備

また、連結面部の幌枠も

新規製作で再現します

※車体は旧製品と同じ仕様となります

先頭車運転台側TNカプラー（SP)

幌枠

TNカプラー

（SP）


